
 

 

安全データシート 
 

 

       作成日 2017 年 02 月 10 日 

 

１．化学品及び会社情報 

  製品名    3DMagiX  PVA  filament 

  製品コード  PVA-1.75mm 

  供給者の会社名  武藤工業株式会社 

  住所   東京都世田谷区池尻３－１－３ 

  電話番号  03-6758-7123 

  推奨用途及び使用上の制限  

・３Ｄプリンター用フィラメント 

・成型品を製造するための工業用材料であり、他の目的に使用してはならない。 

・この材料をメディカル用途、特に生体埋め込み用途や生体体液・組織と接触 

する用途には使用しないこと。 

・食品と接触する用途への使用は推奨されない。 

 

２．危険有害性の要約 

 ＧＨＳ分類 

  物理化学的危険性 自然発火性固体   区分外 

  健康有害性  急性毒性（経口）  区分外 

     急性毒性（経皮）  区分外 

     皮膚腐食性及び刺激性  区分外 

眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性 

  区分外 

 

上記で記載がない危険有害性は、分類対象外か分類できな

い。 

  

 

 

 

 



 

ＧＨＳラベル要素 

  絵表示   ＧＨＳに基づく絵表示なし 

  注意喚起語  ＧＨＳに基づく注意喚起語なし 

  危険有害性情報  ＧＨＳに基づく危険有害性情報なし 

  注意書き   

安全対策    

応急措置     

保管   

廃棄   

 

ＧＨＳ分類に該当しない他の危険有害性 

       粉体にした場合、粉塵爆発の可能性がある。 

生殖毒性区分 2の成分(ﾒﾀﾉｰﾙ)を 0.1%未満含む。 

 

重要な徴候及び想定される非常事態の概要 

:       粉体にした場合、粉塵爆発の可能性がある。 

 

 

３．組成及び成分情報 

 化学物質・混合物の区別  化学物質 

化学名又は一般名 濃度又は濃度範囲 化学式  官報公示整理番号 ＣＡＳ番号 

化審法 安衛法 

ﾌﾞﾃﾝｼﾞｵｰﾙ・ﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ共

重合樹脂＋添加剤 

＞99.0%  非公開 対応  対応 非公開 

 

分類に寄与する不純物及び安定化添加物   

 ﾒﾀﾉｰﾙ ；労働安全衛生法第 57 条の 2 通知対象物質 政令番号 第 560 号 

酢酸ﾒﾁﾙ；労働安全衛生法第 57 条の 2 通知対象物質 政令番号 第 185 号 

 

 

４．応急措置 

 吸入した場合    うがいをして新鮮な空気を吸うことが好ましい。 

気道に入った場合は医師の診断を受ける。 

皮膚に付着した場合    粉末の状態又は水溶液の状態で付着した場合ともに 
水洗除去する。 

皮膚の赤変や痛みなどの症状が出た場合には、必要に応じて 

医師の診断を受ける。 



 

眼に入った場合  水で数分間注意深く洗うこと。 

    次に、ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞを着用していて容易に外せる場合は 

外すこと。 

その後、医師の診察を受ける。 

 

飲み込んだ場合  水でよく口の中を洗浄する。 

医師の指示による以外無理に吐かせないこと。 

５．火災時の措置 

 消火剤   水噴霧、粉末消火剤。 

 使ってはならない消火剤 特に無し。 

 特有の危険有害性 粉体にした場合粉塵爆発の可能性がある。 

 特有の消火方法  一般の火災と同様、水、あるいは粉末消化剤で消火する。 

  

６．漏出時の措置 

 人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置  

作業者は適切な保護具（８．ばく露防止及び保護措置の項を参照）

を着用し、眼、皮膚への接触や吸入を避ける。 

環境に対する注意事項 河川等に排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 

     

 封じ込め及び浄化の方法・機材  

使用できない場合は一般塵芥と同様に焼却する。 

水がかかると溶解し、粘着しやすくなり除去が困難となることが 

あるので注意すること。 

 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

 取扱い 

技術的対策 高温の溶解樹脂から発生するガスを吸入したり、 

皮膚にふれたりしないように適切な保護具を着用する。 

皮膚を保護するのに軍手や手袋をつけることが好ましい。 

   安全取扱注意事項 特になし 

   接触回避  特になし。 

   衛生対策  取扱い後はよく手を洗うこと。 

 保管 

安全な保管条件 容器が破損しないようにていねいにあつかう。 

吸湿しやすいので、使用後はただちに指定の容器に入れ、 

乾燥した冷暗所に密封して保管する。 



高温多湿の場所は避けて保管する。 

酸化剤、酸、塩基等と離して保管する。 

雨で溶解するので、雨水等にかからないように保管する。 

 

   安全な容器包装材料 

吸湿しやすいので、使用後はただちに指定の容器に入れ保

管する。 

 

 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

 

設備対策  取り扱う場合は、十分な換気を行ってください。 

 保護具 

呼吸器の保護具 必要なし。 

手の保護具 軍手や手袋をして作業することが好ましい適切な手袋を着      

用すること。 

   眼の保護具 必要なし。 

   皮膚及び身体の保護具 

適切な保護衣を着用すること。 

 

９．物理的及び化学的性質 

 外観  物理的状態 単繊維 

   形状  フィラメント状 

   色  白色～淡黄色 

 臭い    わずかに酢酸臭 

 臭いのしきい（閾）値  データなし 

 pH    5.0～7.0 

 融点・凝固点   150～230℃ 

 沸点、初留点及び沸騰範囲  データなし 

 引火点    200℃超 

 燃焼性（固体、気体）   可燃性 

 燃焼又は爆発範囲   上限：データなし、下限：35g/m^3 

 蒸気圧    データなし 

 蒸気密度（空気＝1）  データなし 

 比重（密度）   1.19～1.31 g/cm3 

 溶解度    水に可溶。DMF・DMSO に溶解 

 n-オクタノール／水分配係数 データなし 



 自然発火温度   440℃ 

 分解温度   200℃超 

 粘度（粘性率）   データなし 

 

 

 

 

１０．安定性及び反応性 

 反応性    特記すべき反応性なし。 

 化学的安定性   極めて安定。 

危険有害反応可能性  可燃性：有。 

                発火性：無。 

酸化性：無。 

粉塵爆発性：粉体にした場合有。 

避けるべき条件  高温多湿。 

 混触危険物質   特に無し。 

 危険有害な分解生成物  特に無し。 

 

１１．有害性情報 

急性毒性           
・経口 「分類できない」 

・経皮 「分類できない」 

・吸入(ｶﾞｽ) 「分類対象外」 

・吸入(蒸気) 「分類できない」 

 

   眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性 

データがなく分類できない。 

 呼吸器感作性   データがなく分類できない。 

 皮膚感作性   データがなく分類できない。 

 生殖細胞変異原性  データがなく分類できない。 

 発がん性   データがなく分類できない。 

 生殖毒性   データがなく分類できない。 

 特定標的臓器毒性（単回ばく露） データがなく分類できない。 

 特定標的臓器毒性（反復ばく露） データがなく分類できない。 

 吸引性呼吸器有害性  データがなく分類できない。 

 

 

 

 



１２．環境影響情報 

水生環境有害性（急性） 

 ｾﾞﾌﾞﾗﾌｨｯｼｭ胚・仔魚期 短期毒性試験  

NOEC ≧ 200mg/L 

ﾐｼﾞﾝｺ繁殖阻害試験 

NOEC≧50 mg/L  

藻類遊泳阻害試験72hr  

NOEC ≧ 200mg/L 

以上の情報より、本製品の水生環境有害性（急性）は「区分外」と判断 

した。 

 

 水生環境有害性（長期間） データがなく分類できない。 

オゾン層への有害性  オゾン層破壊物質を含まない。 

 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物 廃棄する場合は一般塵芥と同様に焼却する。 

廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に 

従うこと。 

     水溶液として流しに廃棄する場合は、排出先の 
河川水中の濃度が１mg/Lを越えることがないようにする。 

また、本製品を２０倍以上の水で希釈してから廃棄する。 

水溶液として廃棄できる最大量の目安は、本製品と 

して１日当り２ｋgです。 

 

１４．輸送上の注意 

 国際規則 Regulatory Information by Sea 該当せず 

      Regulatory Information by Air 該当せず 

 国内規制 陸上規制   非該当 

   海上規制情報    非危険物 

   航空規制情報      非危険物 

特別の安全対策         雨水のかからないように、幌またはシートをかける。 

 緊急時応急措置指針番号        なし 

 

 

 

 

 

 

１５．適用法令 



消防法      非危険物  

ただし火災予防条例による指定可燃物。 

 

１６．その他の情報 

 連絡先    武藤工業株式会社 
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その他       記載内容は、一般に入手可能な情報及び自社情報に基づいて作成して 

おりますが、 

現時点における化学又は技術に関する全ての情報が 



検討されているわけでは 

ありませんので、いかなる保証をなすものではありません。 

又、注意事項は、通常の取り扱いを対象としたものであります。 

特殊な取り扱いの場合には、 

この点のご配慮をお願いします。 


